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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 自社理念を各ユニット入口前に掲示す

ることで共有し、また会議を通して理念に

沿った支援が出来ているか確認してい

る。日ごろから家庭的な雰囲気の中で安

心して生活していただけるようなケアを心

掛けている。 

      

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所自

体が地域の一員として日常的に交流して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

近所への買い物やホームの駐車場をゴ

ミステーションとして提供し、ゴミ当番やゴ

ミの後片付け、清掃などを通して地域と

の交流に努めている。また、地域通信を

町会の回覧板で回覧してもらったり近隣

のスーパーに貼らせてもらっている。 

 ゴミステーションを町会に提供して頂い

て助かっています。地域通信も毎回見さ

せてもらっており、自分の親もこんな所に

入れたらいいなと思っている。 

    

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

運営推進会議では行政、包括、町会長、

ご家族、地域の方、近隣のグループホー

ムの職員の方に参加していただき、入居

状況や日頃の活動内容、提供している

サービスなどについてお話しし、皆様の

意見交換を通じてサービス向上に努めて

いる。現在はコロナ禍のため文書開催し

ている。 

 コロナ禍で実際に集まっての話し合い

はできていないが書面で活動内容などを

知らせてもらっている。 

    

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

営推進会議に市の担当者に出席いただ

きサービスや取り組み内容などについて

意見や助言を受けたり、市が主催する研

修に参加したり利用者様と一緒に市の窓

口へ出かけるなどして関係を築くように

努めている。 

 会議には市の職員も参加しているの

で、市の方にも書面ではあるが活動内容

が伝わっていると思う。 

    

5 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 防犯のため、夜間（20時～6時 30分）

は玄関を施錠しているが、それ以外は居

室を含め施錠は行わず、誰でも出入りし

ていただけるようにしている。身体拘束

や言葉での抑制もせず、利用者様の立

場に立って支援している。また、研修の

内容を会議を通して職員間で共有してい

る。 

  

A．充分にできている 

○B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

身体拘束は物理的拘束だけではなく、利用

者の心理的拘束もあります。研修や勉強会

を通じて、スピーチロック、ドラッグロックの視

点も意識を高めていかれることを期待します 

6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

県や市、法人の虐待防止の研修などに

参加して全体会議でその内容を報告した

り、身体拘束や虐待についても正しく理

解できるよう話し合い職員間で共有し防

止に努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

○C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者視点、家族視点及び認知症ケアの視点か

らの虐待の意味を職員間で共有してみてくださ

い。職員側で出来ていると考えていても、視点の

違いにより感じ方は変わってきます。また、預り金

がありますので、経済的虐待についても学びを深

めてください。 

7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

実際に成年後見人制度を利用されてい

る方もおり、県や市、法人内の研修に職

員が参加して学んだり知識を得る機会を

持ち、利用者様の支援を行っている。 
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8 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図ってい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

事前にご家族やご本人に施設内を見学

していただいた上で内容について丁寧に

説明し、不安や疑問な点を聞き同意を得

た上で契約を交わしている。解約、改定

の際もその都度説明を行い理解・納得を

図っている。 

      

9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご家族から意見や要望が言いやすい様

な雰囲気づくりを心掛けている。ご家族

からの意見や要望があれば早急に話し

合って改善に努めている。運営推進会議

を通して地域の方や外部の方にも発信し

運営に反映している。 

  

A．充分にできている 

○B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍でもあり、なかなかご家族との接

点が少なくなっています。このような状況下

でもご家族の意見をお聞きする方法を考え

てみてください 

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

意見や提案を出しやすいよう、定期的に

ユニット会議や全体会議を行い、職員の

意見や現状を聞く機会を設け、職員一人

ひとりの声を大切にしている。 

      

11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

少しでも職員のストレスを軽減できるよう

に福利厚生を充実し、希望休の制限を設

けず休日に旅行などの気分転換が出来

る機会を作り職員の向上心に繋がるよう

に努めている。 

  

A．充分にできている 

○B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

福利厚生の改善、給与基準の向上等の動き

があり、環境整備を整えている途上段階で

す。一方で管理者・主任の業務負担が大き

く、軽減する組織作りが必要を思われます。 

12 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 内外の研修に参加を推進して介護技

術や知識を身につける機会を持てるよう

にしている。また、研修内容は会議など

で報告し参加しなかった職員も共有でき

るように努めている。 

  

A．充分にできている 

○B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

OJT、OffJTを計画的に活用できる体制を整

えてみてはどうでしょうか。また職員間での

知識、技術の共有ができる体制作りも検討し

てみてください 

13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

地域の同業者とは運営推進会議や防災

訓練などでお互いに参加し合って交流を

図っている。また、法人内の４つの事業

所間では研修や勉強会、行事等に参加

してサービスの向上に努めている。 

      

14 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

共に暮らすことで人生の先輩であるいろ

いろな事を教えて頂くこともある。またお

互いの悩み等うちあけあったり、共感をし

たり、支えあいながら関係を築いている。 

      

15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご希望があればご家族の協力で、ご自

宅で過ごしたり、なじみの美容院、スーパ

ーなど出掛けたりして、これまで生活して

きた地域と途切れないように努めてい

る。 

 コロナ禍でも人のいない時間帯などに

配慮しながらなじみの美容院へ連れて行

ってもらっているのがありがたい。 

    

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         
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16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、

一日の過ごし方の希望や意向の把握に努

めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日頃の会話の中から利用者様が支援し

てほしいことを見逃さないよう注意し

ながら関わる事でご本人の思いをしっ

かり把握して支援している。また意思

表示の困難な方はその方の生活歴やご

家族からの情報をもとに ご本人の思

にい添うように支援している。 

      

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケアの

あり方について、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した介護計画を作成

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご本人がその人らしく暮らせるように

ご本人やご家族の意向などうかがって

ユニット会議などで話し合い、ご本人

本位のケアプランを作成し、スタッフ

も情報を共有している。 

いつも本人の思いを考えてケアプランを

作ってもらっていて感謝している。  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

○C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

具体性に欠けていて（客観的）、すべての職

員が統一した解りやすケアに結び付く内容

の記載が必要と感じます 

モニタリングの KPT法をもう少し活用すると

プランが具体化します 

18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや

工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を

共有しながら実践や介護計画の見直しに

活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎日の様子や会話の中から 気づきや

思いを記録して職員間で情報を共有し実

践している。また、定期的に評価しケアプ

ランを作成し見直しに活かかしている。 

  

A．充分にできている 

○B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 考察の記載を実践、ケアプランに活用しみてくだ

さい。付箋を活用したモニタリングは有効なので定

期的に実行することを期待します 

19 

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ

れない、柔軟な支援やサービスの多機能化

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々のご本人の様子やご家族の意向を

踏まえて医療機関や看護師 栄養士 Ｐ

Ｔさんや ＳＴさんなど 多職種の方と連

携して良いアドバイスをいただき、サービ

スに取り組んでいる。 

 何か体調に変化などがあれば、すぐに

連絡して教えてくれている。 
    

20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら

安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ

う支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

馴染みの美容院や飲食店等に出かけて

知人との繋がりを深めたり、町内会の行

事に参加する等、地域資源を活用して、

楽しく変化のある暮らしが出来るように支

援している 

 今はコロナ禍で行けていないと思うが、

これまで毎日スーパーへ買い物に行った

り、外食していて楽しそうに見えた。 

    

  
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

し、納得が得られたかかりつけ医と事業所

の関係を築きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

施設提携のかかりつけ医があり、定期的

に診ていただいている。診察結果は、ご

家族にも連絡している。医師との連携に

より、夜間や休日でも速やかに対応出来

るように支援している 

      

22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

ように、病院関係者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入院の際は、入院先に十分な情報提供

を行い利用者様が安心して入院生活を

送れるように支援している。入院中は医

師、看護師に経過を尋ね、共有してい

る。また ケアワーカーやご家族を含め

たカンファレンスを行い、円滑に早期退

院が出来るように支援している 

  

○A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 病院との連携、ご家族の意向の確認等、し

っかりと行われています。ご本人の意思が一

番大切なので、その点に配慮しながら今後も

継続をお願いします 

23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合い

を行い、事業所でできることを十分に説明し

ながら方針を共有し、地域の関係者と共に

チームで支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入所時に終末期のケアについて取り組

んでいることを説明し、ご本人やご家族

のご希望を確認している。重度化が進ん

だ際には、改めて医師からの説明のうえ

方針を決めて、医師や看護師と連携を取

りながら、多くの経験を活かし、その方の

最後に寄り添えるようなケアに取り組ん

でいる 

  

A．充分にできている 

○B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

疾病等に左右されずに、ご本人の意思を大

切にしながら重度化、終末期ケアをご家族と

話合われています。職員間でもその情報を

共有出来るように期待します 
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24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

定期的に行い、実践力を身に付けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

全職員が定期的に救命講習を受講し、

正しい対応を学んでいる。また、緊急時

の対処が必要な利用者様ごとに医師や

看護師に相談して指示を受け、急変に備

えて職員同士で何度も話し合い、シュミレ

ーションをしている 

      

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問

わず利用者が避難できる方法を全職員が

身につけるとともに、地域との協力体制を

築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 消防署職員立ち会いで、夜間想定の火

災避難訓練と、緊急避難指示が出た場

合の防災訓練を毎年１回ずつ、2回行

う。その際、新人職員や未経験の職員が

優先的にやることとしている。訓練終了

後はその都度反省会をして反省点や改

善点を共有することで万が一の災害時に

より良い対応ができるよう話し合ってい

る。又、近くのグループホームと交流が

あり協力体制を築いている。 

 訓練では利用者も一緒に避難している

と聞いて驚きましたが、その方が実際の

災害時の対応もスムーズだと思う。 

A．充分にできている 

○B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

事業所、地域との協力をおこないながら定期

的開催をされています。常日頃から職員間

での万が一の時の意識づけ、シュミレーショ

ンもおこなうとより万全の体制になります。 

BCPの早めの策定をお願いします 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

リビングから利用者様の居室の中が直

接見えないような住居となっている。入浴

やトイレの介助は抵抗のある方は同姓

の職員が入り、更衣の際は扉を閉める配

慮をしている。洗濯物も下着やラバーシ

ーツには人目の触れない所に干し、オム

ツも居室に入っても見えないようにしてあ

る。傾聴は本人の居室でするなどして、

プライバにシーや自尊心を尊重するよう

に支援を行っている。 

  

A．充分にできている 

○B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

リビングでの声かけや職員間の申し送り等

の会話にもう少し配慮が必要かと思われま

す。職員の動きやすさ、働きやすさとプライ

バシーの確保の両立は常に職員の意識を高

めていく必要があり難しさもありますが、頑張

ってください 

27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日常生活における希

望や意向、暮らしのペースを大切にし、そ

の日をどのように過ごしたいか、希望に

そって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員の業務優先にならないように利用者

様と共に過ごす時間を優先し、利用者様

の思いや生活パターン、ペースを大切に

して、希望に沿った支援が出来るように

柔軟に対応している。 

      

28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

職員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者様の好きな料理や希望する料

理を伺い、毎日一緒に買い物へ行った

り、畑で出来た旬の食材を一緒に料理し

て提供している。準備から後片付けまで

個々にあったお手伝いをして頂いてい

る。誕生日にはケーキを用意したり、外

食に出かけたりして気分転換を図って楽

しい時間となるよう支援している。 

  

A．充分にできている 

○B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ホットプレートの活用やおやつ作りなど様々

な工夫をされて食事を楽しむ支援をされてい

ます。一方的提供だけではなく職員と一緒に

作ることもされています。 

ご本人の生活歴を活用した食事支援も今後

期待します。 

29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎月体重測定を行い健康状態の把握に

努めている。咀嚼や嚥下状態は人それ

ぞれなので、その人に合った栄養バラン

スのとれた食事を提供している。いつで

もお茶を飲んで頂ける様に用意してあ

る。又、むせが多く 水分を自分で摂れな

い方はゼりーを毎日つくり、一日に何回

にも分けて提供して、水分量が確保出来

るよう支援している。 

      

30 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力

に応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

個々の状態に応じて 朝、晩、必ず歯磨

きやうがいなどの声かけや介助を行って

いる。夜間は入れ歯洗浄剤を使用し清潔

保持に努めている。利用者様の状態が

悪い時は １日３回の口腔ケアをしたり、

歯のブラッシングなども介助にておこなっ

ている。 

  

A．充分にできている 

○B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

夕食後の口腔ケアはしっかりと行われていま

す。特に起床時は口腔内の乾燥、汚れがあ

りますので、あらためてその重要性も職員の

皆さんで共有しケアにつなげてください 
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31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

個々の排泄パターンを把握してトイレで

の排泄に努めている。全介助の方もトイ

レへ行きたいサインを職員間で共有しト

イレで排泄が出来るように支援している。

また排泄用具が本人に合っているのか

定期的に話し合っている。 

  

A．充分にできている 

○B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

トイレで排泄する支援、排泄用品の選定等をしっ

かりと職員間で共有されて行われています。 

夜間での排泄支援（睡眠と排泄の兼ねあい）は、

職員間での方向性をしっかりと話し合い、ご本人

の意向もしっかりと確認して支援の方向性を話し

合ってください 

32 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ひとりひとりの希望やタイミングに合わ

せて、曜日や時間に関わらず入浴して頂

いている。入浴を拒む方には無理強いす

ることなく本人の意向や言葉がけの工夫

をしている。 

      

33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 個々の生活リズムに合わせた就寝時

間や起床時間の声かけをし、その時の

体調に合わせゆっくり休んで頂いてい

る。ご本人の状態を観察し疲れた様子の

ときは声掛けし横になって頂いている。

就寝時は季節に応じた寝具で休んで頂

き、また 就寝時の照明や暖房・冷房で

室内の温度を調節したり、冬は加湿器で

乾燥を防ぐなどの配慮をし安眠に努めて

いる。 

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 薬情報は個人ファイルにていつでも確

認できるようにしている。受診時の薬の

情報を往診記録や業務日誌に記録し職

員で共有し、薬の変更時は体調変化に

注意し、常に主治医 看護師 薬剤師と

連携し相談している。 

  

A．充分にできている 

○B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

かかりつけ薬剤師制と導入して、主治医とも連携

して服薬内容、方法等を検討されています。 

全ての職員が薬への意識が高くなることを期待し

ます 

35 
役割、楽しみごとの

支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 これまでの暮らしから利用者様の得意

なこと、好きなことを把握して 食事づくり

や後片付けや掃除 洗濯 ほころびを繕

ったり畑で野菜づくり 花壇で花を植えた

り、それぞれが楽しんで過ごして頂ける

よう支援している。気分が優れないとき

や体調が悪いときには無理強いはしない

ように気を付けている。 

 食事や洗濯などの家事の手伝いをした

り、外出もたくさんしてくれているので本

人もグループホームでの暮らしに張りが

あると思う。 

    

36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者さまからの要望を聞いて気軽に

外食、ドライブに出掛けたり地域のイベン

トなどにも参加している。 また馴染みの

美容院や理髪店、希望によって、色々な

所へ外出支援をしている。 

いつもいろんな所へ連れて行ってもらっ

て感謝している。家にいる頃はなかなか

外出できなかったのでありがたい。 

    

37 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご本人の希望があればご家族の了承

のもと、財布を所持して頂いている。一緒

に買い物に出掛け、お財布を渡し支払っ

て頂いたり、職員が代行する時もある。 

      

38 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をした

り、手紙のやり取りができるように支援を

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 家族や知り合いの方にいつでも電話が

出来るように 見やすい所に電話を設置

し ゆっくり話ができるように配慮してい

る。又お手紙や年賀状を出したい方には

一緒に買いに行き書いて頂いて投函ま

で支援している。 
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39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

かる力を活かして、安全かつできるだけ

自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 玄関などに花を飾り季節を感じられる

ようにしている。冬場には乾燥しないよう

加湿器を置き、床暖房で足元が温かく居

心地よく過ごせるような環境作りに努め

ている。 

  

A．充分にできている 

○B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 最近は共有空間のテーブルの移動など

で、より居心地の良い環境作りに取り組まれ

ています。職員だけの意見ではなく、利用者

にも意見をお聞きしながら、より良い環境作

りをおこなってください 

Ⅳ．本人の暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、日々の

暮らし方の意向に沿った暮らしができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人の会話から願いや思いを感じ
とり、意向に添ってマイペースで過ご

している。 
      

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、

暮らしの習慣、特徴など様々な情報

をもとに、ケア・支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人との日頃の会話や家族からも話

しを聞いて、その人らしく生活できる

よう努めている。 
      

42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全

面・環境面について、日々の状況をも

とに、ケア・支援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 普段のかかわりの中で健康面を確認し、月
2回のかかりつけ医の訪問診療時に診察して

もらっている。また週 1回の訪問看護や薬剤

師に相談するなど支援している。 

  

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 医療関係との関わりがとれているよう

で安心できます。本人やご家族の意向

も確認しながら、今後も継続お願いしま

す。 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあった生活ができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 無理強いはせずに本人のペースで
生活している。本人がされていた事、

得意な事を尊重して支援している。 
      

44 

本人は、自分のなじみのものや、大

切にしているものを、身近（自室等）

に持つことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居時や入居後でも、本人のなじ
みの物や大切にされていた物があ

れば持ってきてもらっている。 
  

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

なじみの物や大切なものを身近に感じられる生活

が続けられるよう支援を継続していってもらいたい

と思います。 

45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に

参加することができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍の影響で以前ほど外出で

きていないが、コロナ感染対策を行

いながらドライブに出掛けている。 

 いつも毎月のお便りで色々な所へ外出

されているのを見てすごいなと感じてい

ます。 

    

46 
本人が持つ力の

活用 

本人は、自分ができること・できない

こと、わかること・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみごとを行うこと

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 得意な事や自信がある事をしても
らい、職員と一緒になって行うことに

よって本人の楽しみごとになるよう支

援している。 
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47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会

話のひと時や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者同士が趣味や好きな食べ
物などの会話を楽しめるよう職員が

会話の輪に加わるようにしている。 
  

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人がホームで楽しく過ごせるよう配慮されてい

ると思います。コロナ禍では難しいと思いますが落

ち着いてきたら、外とつながりも持って楽しく生活し

ていってもらいたいです。 

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

その日の天気や本人の体調等に配

慮しながらドライブや近所への買い

物等に出かけている。 

コロナが収束したらまた以前のように地

域の行事等にも参加して頂きたいと思い

ます。 

    

49 総合 

本人は、この GHにいることで、職員

や地域の人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおくることができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 なじみの職員や他利用者と一緒に

生活をすることで安心して生活する

ことができている。 

 毎月のお便りを見ると、皆さんが日々

楽しそうに過ごしているのが伝わってき

ます。これからも頑張って下さい。 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人が今後も安心して、ここにいてよかったと思

えるような生活が送れるようホームだけでなく、社

会資源を活用しながら支援を継続していって欲し

いと思います。 

 


